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本
欄
で
は
、

「
円
満
か
つ
円
滑
な
相
続
」
を
目

標
と
し
て
設
立
さ
れ
た

一
般
社
団
法
人
　
日
本
相

続
学
会
が
設
立
を
記
念
し
て
行

っ
た
リ
レ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。
平
成
２５

年
５
月
２０
日
の
第
６
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
司
法
書

士
の
中
島
誠
氏

（中
島
誠
事
務
所
）
が

「遺
産
分

割
協
議
に
見
る
問
題
点
整
理
」
の
テ
ー
マ
で
、
遺

産
分
割
協
議
の
基
礎
知
識
、
遺
産
分
割
協
議
の
成

立
を
妨
げ
る
問
題
点
、
注
意
点

の
整
理
に
つ
い
て
、

設
例
を
挙
げ
て
１
時
間
半
講
演
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
「追
産
分
割
協
議

の
成
立
を
妨
げ
る
問
題
点
、

注
意
点
」

の

一
部
を
紹
介
す
る
。

と
、
相
続
人
に
対
す
る

不
信
、

非
協
力
、
感
情
的
対
立
を
招

き
、
手
続
が
空
転
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

②
相
続
人
が
多
数
お
り

、
相

続
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ

な
い
相
続
人
又
は
高
齢
者

の

相

続

人

が

い

る

場

合

（
単
純
化

・
予
防
）

相
続
に
あ
ま
り
関
心
を
示

さ

な

い

相

続

人

に

つ

い

て

は
、

相
続
分
の
譲
援
を
受
け

当
事
者
の
ス
リ
ム
化
を
計
り

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
遺
産

分
割
協
議

の
混
乱
を
予
防
し

ま
す
。
尚
、

相
続

分
の
放
棄

よ
り
は
、
譲
渡

の
ほ
う
が
使

い

や

す

い

場

合

が

多

い

て

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
相
続

人
が
い
る
場
合
に
は
、
遣
産

分
割
協
議
途
中
で
死
亡
、
認

知
症
が
発
生
す
る
危
険
が
あ

り
、

相
続
分
の
譲
渡
を
受
け

て
お
く
と
、
混
乱
を
予
防
で

き
ま
す
。
尚
、

相
続
分
譲
渡

証
明
を
家
庭
裁
判
所
等
に
提

出
す
る
と
戻

っ
て

こ
な
い
場

一合
が
あ
る
の
で
、
２
～
３
枚

．作
成
す
る
と
良
い
で
す
。

の
道
産
分
割
対
象
財
産
の

資
料
収
集

（見
え
る
化
）

遺
産
分
割
対
象
財
産
の
特

定
、
評
価
を
優
先
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
。
特
に
、
土
地

に

つ
い
て
は
そ
の
特
性
を
十

分
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
金
融
資
産

預
貯
金
、
株
、
債
権
、
債

務
な
ど
に

つ
い
て
は
、
証
書

・
通
帳
な
ど
に
よ
り
存
在
、

価
格
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

②
不
動
産

土
地
に

つ
い
て
は
、
基
本

的
に
下
記
事
項
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
登
記
記
録
事
項

（
所
有
者
、

権
利
関
係
）

○
都
市
計
画
法
、
建
築
基
準

法
等
の
法
令
に
基
づ
く
制

限

○
私
道
負
担
に
関
す
る
事
項

○
飲
用
水
、
電
気
、
ガ
ス
の

供
給
施
設
、
排
水
施
設

○

造
成
宅
地
防

災
区
域

・
土

砂
災
害
警
戒

区
域

・
津
波

災
害
計
画
区
域
内
か
否
か

さ
ら
に
、
土
地
に
よ
る
物

納

・
売
却

・
分
割
等
が
予
定

さ
れ
る
場
合
に
は
、
次
の
調

査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
現
況
測
量
に
よ

る
土
地
、

建
物
の
調
査

○
接
道
調
査

○
境
界
の
確
認
、
境
界
紛
争

の
有
無

○
埋
蔵
文
化
財

の
有
無

①
境
界
越
境
物

の
有
無

解
決
す
る
意
欲
を
出
し
や
す

い
。
相
続
人
に
、
遺
産
と
し

て
何
が
あ
る
か
、
個
々
の
遣

産
の
評
価
は
い
く
ら
か
、
各

人
の
取
得
割
合
は
ど
の
程
度

か
、
ど
の
よ
う
な
分
割
方
法

が
あ
る
か
、
な
ど
を
意
識
さ

せ

つ
つ
手
続
を
進
め
ま
す
。

の
確
認
を
必
要
と
す
る
事
柄

の
資
料
収
集

（見
え
る
化
）

遺
産
の
評
価
、
遣
産
の
範

囲
、
寄
与
分

・
特
別
受
益
の

有
無
な
ど
が
争
点
と
な

っ
て

い
る
と
き
は
、
そ

の
主
張
を
明
ら
か

に
し
て
、
裏
づ
け

と
な
る
資
料
を
収

集
し
、
事
実
関
係

を
整
理
す
る
。

０
寄
与
分
に

つ
い

て

の

注

意

事

項
、

整
理

（
見

え
る
化
）

そ
も
そ
も
、
相

続
人
が
寄
与
分
の

主
張
を
始
め
る
と

き
は
、
他
の
相
続

人
の
主
張
す
る
遣

産
分
割
内
容
に

つ

き
同
意
で
き
な
い

場
合
で
す
。
既
に
、

相
続
紛
争
化
が
始

ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
円
摘

か

つ
円
滑
な
相
続
の
実
現
に

努
力
す
る
専
門
家
は
、
寄
与

分
の
主
張
を
傾
聴
し
、
寄
与

分
の
要
件

・
具
体
的
内
容
に

意
見
を
述

べ
、
全
遺
産
に
対

す
る
寄
与
の
割
合
が
低
い
場

合
に
は
紛
争
化
に
よ
る
損
失

が
い
か
な
る
も
の
か
等
を
説

明
し
て
、
主
張
を
収
め
る
よ

う
に
説
得
す

べ
き
て
す
。
た

だ
し
、
全
遺
産
に
対
す
る
寄

与

の

割

合

が

高

い

場

合

に

は
、
具
体
的
寄
与
内
容
、
寄

与
時
期
、
寄
与
分
の
評
価
な

ど
を
整
理
し
て
他

の
相
続
人

の
同
意
を
得
や
す
い
よ
う
に

す

べ
き
で
す
。

０
特
別
受
益
に

つ
い
て
の
注

喜

項

襲

共

ヨ

え
る
し

相
続
人
が
他
の
相
続
人
の

特
別
受
益
を
主
張
し
始
め
る

と
き
は
、
遺
産
分
割
内
容
に

同
意
で
き
な
い
場
合
で
す
。

円
満
か

つ
円
滑
な

相
続
の
実
現
に
努

力

す

る

専

門

家

は
、
特
別
受
益
の

主
張
を
傾
聴
し
、

特
別
受

益
の
種
類

・
価
格

・
持
ち
戻

し
免
除
の
有
無
に

つ
い
て
意

見
を
述

べ
、
特
別
受
益
が

全
遺
産
に
対
す
る

割
合
が
低
い
場
合

に
は
、
紛
争
化

に

よ
る
損
失
が
い
か

な
る
も

の
か
等
を

説
明
し
て
、
主
張

を
収
め
る
よ
う
に

説

得

す

べ

き

で

す
。
た
だ
し
、
全

遺
産
に
対
す
る
特
別
受
益
の

割
合
が
高
い
場
合
に
は
、
特

別
受
益
の
内
容
を
整
理
し
て

説
明
し
、
持
ち
戻
し

の
同
意

を
得
や
す
い
よ
う
に
す

べ
き

で
す
。米

　
　
＊
　
　
＊

リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容

の

一
部

が
学
会
誌
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、

販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

ご
注
文
等
に

つ
い
て

は
、

一
般
社
団
法
人

日
本
相

統

学

会

の
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（〓
〓
〓
あ
ｏ
Ｅ
Ｎ
ｏ
天
Ｃ
ｔい
０
ズ
茉
堅

３
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

感情的対立激化 を恐れず

蓄積された問題を一気に解決する場

問
題
点
を
適
切
に
処
理

見
え
る
化
、単
純
化
、聴
く
、予
防

相
続
に
関
し
争
い
が
生
じ

る
と
す
れ
ば
、

そ
の
主
戦
場

と
な
る
の
は
遺
摩
分
割
協
議

の
場
で
す
。
遺
産
分
割
協
議

の
話
し
合
い
で
は
、
法
律
、

税
務
、
協
議
者
の
思
い
が
行

き
交
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
法

律
、
税
務
、
思
い
が
絡
み
合

い
、
被
相
続
人
及
び
相
続
人

の
姿
、
遺
産
の
問
題
が
浮
き

彫
り
と
な
る
時
で
す
。

相
続
争

い
の
種
は
相
続

開

始
前
か
ら
蒔
か
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

例
え
は
、
兄
弟
姉
妹
間
の

場
合
は
、
争
い
の
種
は
兄
弟

０
相
統
人

の
主
張

の
整
理

相
続
人
の
主
張
を
下
記
の

３

つ
に
分
類
、
整
理
し
ま
す
。

①
遺
産
分
割
そ
の
も

の
に
係

わ
る
主
張

②
遺
産
分
割
と
直
接
関
係
な

い
主
張

○
親
族
間
の
紛
争

○
過
去
の
扶
養

○
被
相
続
人
か
ら
の
愛
情
の

か
け
ら
れ
方

の
違
い

○
生
活
実
態
に
関
す
る
感
情

的
対
立

③
遺
産
分
割
の
前
提

問
題
、

付
随

問
題
に
関
す
る
主
張

○
察
祀
承
継
問
題

○
金
銭
の
貸
し
宿
り

に
関
す

る
問
題

○
老
親

の
扶
養
、
介
護
に
関

す
る

問
題

○
同
族
会
社
の
経
営
権
問
題

○
相
続
債
務
問
題

○
使
途

不
明
金
問
題

〇
被
相
続
人
と
相
続
人
の
共

有

不
動
産
の
問
題

④

相

続

人

の

主

張

の
数

量

化
、

見
え

る
化

各
相
続
人
の
主
張
を
金
銭

に
評
価
し
て

一
覧
表
に
し
ま

す
と
、
争
点
が
明
確
に
な
り
、

各

人

の

主

張

が

通

っ
た

場

合
、

通
ら
な
か

っ
た
場
合
が

瞬
確
に
な
り
、
取
得
す
る
遺

産
の
上
限
、
下
限
が
は

っ
き

り
し
ま
す
。
具
体
的
手
順
を

説
明
し
ま
す
。

①
遺
産

の
範
囲
と
そ

の
価
格

及
び
各
相
続
人

へ
の
割
付

案相
続
人

む
と
に
、
遺
産
の

範
囲
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、

遺
産
を
相
続
人
に
ど

の
よ
う

に
振
り
分
け
る
か
を
記
入
し

ま
す
。

ボ
イ

ン
ト
は
、
自
分

日本相続学会
プレゼシツ

つヽ

場

合

の

必

要

キ

ー

ワ

ー

ド

は
、
見
え
る
化
、
単
純
化
、

聴
く
、
予
防
で
す
。
以
下
、

順
を
追

っ
て

問
題
点
、
注
意

点
を
整
理
し
て
ゆ
き
ま
す
。

ω
遺
産
分
割
協
議
前

の

注
意
点

①
相
続
人
間
で
面
識

の
無
い

相
続

人
、
感
情
対
立
が
想

定
さ
れ
る
相
続
人
が
い
る

場
合

（
予
防
）

こ
の
場
合
は
遺
産
分
割
の

導
入
に
相
続
人
が
係
ら
な
い

よ
う
に
し
、

相
続
に
精
通
し

信
頼
で
き
る
第
二
者
に
依
頼

す
る
。
も
し
、
導
入
を
誤
る

姉
妹

間
の
間

題
に
端
を
発

す
る
こ
と
も

あ

り

ま

す

し
、
ま
た
、

被
相
続
人
と

兄
弟
姉
妹

の

一
部
の
者

の
関
係
を
他
の
兄

弟
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た

か
と
い
う
問
題
に
端
を
発
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

相
続

争
い
を
、

相
続
人
の
思
い
を

除
外
し
、
法
律
、
税
務
だ
け

て

強

制

解

決

し

た

場

合

に

は
、

相
続
人
間
に
深
い
し

こ

り
が
残
り
、
争

い
が
そ
の
ま

ま

残

る

こ

と

も

多

い

の

で

す
。

相
続
争
い
の
種
が
相
続

開
始
前
か
ら
既
に
蒔
か
れ
て

い
た
と
す
れ
は

、
相
続
に
係

わ
る
専
門
家
は
、
相
続
人
間

の
関
係
に
深
く
着
目
し
な
が

ら
、

紛
争

の
種
と
な

っ
て
い

る
相
続

の
問

題
を
適

切
に

処
置
し
て
ゆ

く

こ
と
が
重

要
に
な
り
ま

す
。遺

産

分
割

の
成
立
を
妨

げ
る
問
題
点

を
適
切
に
処

置
し
て
ゆ
く

主
張
を
３
つ
に
分
類
・整
理

が
何
を
取
得
し
た
い
か
、
他

の
相
続
人
に
は
何
を
取
得
さ

せ
た

い
か
を
具
体
的
に
す
る

こ
と
で
す
。

①
寄
与
分
の
具
体
的
主
張

寄
与
分
の
主
張
に

つ
い
て

は
、

相
続
を
紛
争
化
さ
せ
る

恐
れ
が
高
い
の
で
、

寄
与
分

の
制
度
、
立
証
の
必
要
性
を

説
明
し
、
な
る

べ
く
主
張
さ

せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
し
か
し
、
寄
与

分
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
は
、

明
か
に
公
平
性
を
欠
く
場
合

に
は
具
体
的
数
値
を
寄
与
分

額
と
し
て
記
入
し
ま
す
。

①
特
別
受
益
の
具
体
的
主
張

特
別
受
益
の
主
張
も
相
続

を
紛
争
化
さ
せ
る
恐
れ
が
高

い
の
で
、

「
親
が
子
供
に
何

か
を
与
え
る
時
、
こ
れ
を
後

で
精
算
さ
せ
る
と
は
ほ
と
ん

ど
思

っ
て
い
な
い
。
持
ち
戻

し
免
除
が

一
般
的
で
あ
る
」

と
説
明
し
、
な
る

べ
く
主
張

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
特

別
受
益
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

は
、
明
ら
か
に
公
平
性
を
欠

く
場
合
に
は
具
体
的
数
値
を

特
別
受
益
額
と
し
て
記
入
し

ま
す
。

０
遺
産
分
割
協
議
に
か
け
る

相
統
人

の
思

い
の
受

け
入

れ
、

選
択

（
聴
く
）

相
続
人
に
と

っ
て
遺
産
分

割
協
議
は
、
今
ま
で

に
被
相

続
人
あ
る
い
は
相
続
人
と

の

間
で
蓄
積
さ
れ
た
問
題
を

一

挙
に
解
決
す
る
場
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

こ
の
よ

う
な
相

続
人
の
思
い
を
無
視
し
て
、

遺
産
分
割
協
議
に
入
る
の
は

適
当
で
は
な
い
。
ま
ず
、
相

続
人
の
思
い
を
傾
聴
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
の
上

て
、

遺
産
分
割
協
議
で
出
来

る
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と
を

丁
寧
に
説
明
し
て
ゆ
く

こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
場
合
で

も
、

「
遺
産
分
割
協
議
に
適

当
で
は
な

い
…
。
出
来
な

い

か
ら

…
」
と
否
定
的
な
説
明

を
す
る
の
で
は
な
く
、
解
決

方

法

を

提

示

す

る

な

ど

し

て
、
相
続

人
が
冷
静
に
検
討

で
き
る
機
会
を
与
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
感
情
的
な
間

題
を
含
め
、
す

べ
て
の
準
備

が
整
わ
な
け
れ
ば
遺
産
分
割

協
議
は
出
来
な

い
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
経
済
的

・

時
間
的
負
担
と
譲
歩
を
相
続

人
に
選
択
さ
せ
な
が
ら
、
矛

を
収
め
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

０
争
点
を
明
確

に
し
、

共
有
す
る

（単
純
化
）

争
点
は
、
遣
産
分
割
協
議

の
成
立
を
阻
ん
て
い
る
事
実

で
す
。
相
続
人

間
の
感
情
的

な
対
立
の
激
化
を
恐
れ
ず
、

内
容
を
整
理
し
て
、
何
が
争

点
か
を
示
し
て

あ
げ
る
ほ
う

が
感
情
的
な
対
立
を
防
ぎ
、

一
覧
表
で
争
点
が
明
確
に

遺産分割協議に見る問題点整理
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